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わたしの夢、語ります

北村 なお さん　美浜中央小学校 6年 (河原市)

　私の夢は、小説家になることです。小学4年生の

時、本の楽しさに気付き、素敵な本を見つけるたび

に幸せな気持ちになるようになりました。

　友達と｢読み聞かせ係｣という係に入り、一緒に本

を書きました。本を書いている時は、心が弾み、1日の

中で1番幸せな時間になります。その頃、小説家にな

りたい!!という気持ちが生まれ、今では大声で叫べる

ほどになりました。

　これから私は、たくさんの本を読んで大きくなっ

ていきます。そして、その中の本のように、たくさ

んの人が読んで、幸せになれる本を書きたいです。

CONTENTS　目次 広報みはま2024年6月号

幸せになれる本

‐表紙の写真‐

　5月3日に行われた山王祭礼で

奉納された早瀬歌舞伎です。

子供歌舞伎は、集落で流行した

疫病を鎮めるために始まったとい

われており、舞い手は地元の小学

生が務められ、3月上旬から週3回

練習を重ねてきました。

　当日は、子供歌舞伎や太鼓が

奉納された他、地区内を曳山が

巡行しました。(関連第11頁)

  2 わたしの夢、語ります／表紙の写真／目次

田邉 義郎氏 旭日単光章を受章/美浜消防団 総務大臣表彰を受賞 他
12 美浜町のニュース

20 美浜発電所の状況について

26 くらしのカレンダー

22 すこやか放送局

24 ハートフル広場
はじめてバースデー／町人さん／慶弔／人口の動き／広報クイズ

  3 所得税及び個人住民税(町・県民税)の定額減税が
始まります

  4 第36回美浜・五木ひろしふるさとマラソン

  8 美浜町公設塾｢放課後教室サン｣活動報告 vol.2

所得税及び個人住民税 (町・県民税 )の所得税及び個人住民税 (町・県民税 )の
　　　　　　　　　定額減税が始まります　　　　　　　　　定額減税が始まります

　賃金上昇が物価高に追いついていない国民の負担を緩和するため、物価上昇を十分に超える持

続的な賃上げが行われる経済の実現を目指し、令和 6 年分の所得税及び令和 6 年度分の個人住

民税 ( 町・県民税 ) の定額減税が実施されます。制度概要については次のとおりです。

狩猟免許試験が実施されます/高等学校へ通う生徒の通学費を助成します 他
14 情報BOX

区　分 令和 6 年分　所得税 ( 国税 ) 令和 6 年度分　個人住民税 ( 町・県民税 )

対象者
令和 6 年分の合計所得金額が 1,805 万円以下

の方

令和 5 年中の合計所得金額が 1,805 万円以下

で、所得割額が課税されている方

定額減税の額

納税者及び配偶者を含む扶養親族 ( 国外居住者を除く。)

１人につき 3 万円

例）配偶者と子 2 人を扶養している場合の　

　　減税額の合計は 12 万円

１人につき 1 万円

例）配偶者と子 2 人を扶養している場合の減税

　　額の合計は 4 万円

実施の

時期・方法

〇給与所得者 ( 会社員等 ) の場合

・6 月 1 日以後最初に源泉徴収される所得　 

　税から控除

・控除しきれない場合は、以後 12 月までの

  税額から順次控除
特

別

徴

収

〇給与から天引きの場合

・令和 6 年 6 月分給与から天引きは行わず、  

　定額減税後の税額を 11 回に分割して、　

　7 月分から翌年 5 月分まで天引き

〇公的年金等の受給者の場合

・6 月 1 日以後最初に源泉徴収される所得税

  から控除

・控除しきれない場合は、以後 12 月までの

  税額から順次控除

〇公的年金等から天引きの場合

・令和 6 年 10 月支払分の年金より天引き 

  される個人住民税所得割額から控除

・控除しきれない場合は、12 月支払分以後

  の税額から順次控除

〇事業所得者等の場合

・原則、令和 6 年分の所得税の確定申告

 ( 令和７年１月以降 ) の際の所得税額から控除

普

通

徴

収

〇納付書払い・口座振替の場合

・第 1 期分 (6 月分 ) の税額から控除

・控除しきれない場合は、第 2 期分以降の

  税額から順次控除

所管官庁 国税庁 ( 税務署 ) 町役場

関係リンク

国税庁ホームページ ( 定額減税特設サイト )

https://www.nta.go.jp/users/

gensen/teigakugenzei/index.htm

町ホームページ ( 令和 6 年度 町民税・県民税の

定額減税について )

https://www.town.fukui-

mihama.lg.jp/soshiki/8/12062.html

〇減税しきれないと見込まれる方への給付金 ( 調整給付 )

　　定額減税の額が、定額減税を行う前の所得税額や個人住民税所得割額を上回ることで、定額減税しきれない

　事案が見込まれます。この場合は、個人住民税を課税する市区町村が定額減税しきれない差額を国の示す計算

　方法に基づき給付します。

　　なお、この給付金の詳細については決定次第、広報みはま等でお知らせします。

※お問い合わせ先　町税務課 ( 担当・大同 )　☎ 32 － 6702

10
美しい浜プロジェクトin水晶浜/三方五湖一斉清掃/弥美神社例大祭 他
まちウォッチング

23 ふるさと昔よもやま話145／文芸欄



第 36回第 36回

美浜 ･五木ひろし
ふるさとマラソン

ラ
ソ
ン
が
丹
生
特
設
会
場
を
発
着

点
と
し
た
海
岸
線
コ
ー
ス
で
開
催

さ
れ
、
全
国
各
地
か
ら
１
,
７
２
１

人
の
ラ
ン
ナ
ー
や
ウ
ォ
ー
カ
ー
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

午
前
9
時
か
ら
始
ま
っ
た
開

会
式
で
は
、
町
内
外
の
来
賓
の

方
々
や
ゲ
ス
ト
の
お
笑
い
コ
ン

ビ｢
キ
ャ
イ
~
ン｣

の
ウ
ド
鈴
木

さ
ん
、
２
０
０
１
年
世
界
選
手
権
銀

メ
ダ
リ
ス
ト
の
土
佐
礼
子
さ
ん
か
ら

参
加
者
に
激
励
の
言
葉
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
美
浜
町
の
名
誉
町
民

で
あ
る
五
木
ひ
ろ
し
さ
ん
は
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
の
都
合
に
よ
り
ご
参
加
い

た
だ
け
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
参
加
者

に
向
け
て
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
贈
っ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
時
折
雨
が
降
る
中
、
ラ

ン
ナ
ー
た
ち
は
風
光
明
媚
な
海
岸
線

コ
ー
ス
で
健
脚
を
競
い
ま
し
た
。

5
月
12
日
に
、
第
36
回
美
浜･

五
木
ひ
ろ
し
ふ
る
さ
と
マ

親子で最後まで走ランナーたち 給水所で水分とエネルギーをチャージ

スタート前やる気十分な土佐礼子さんとランナーの皆さん

開会式でランナーにエールを送るウド鈴木さん

気持ちよく歩くウォーキングの皆さん

家族で元気よく選手宣誓

潮の香りを感じながら走るランナー

五木ひろしさんからのビデオメッセージ

2024.6 月号5 4広報みはま

マラソン以外にも会場内は賑わっていました！

　会場内では地元業者や美浜町と交流のある奈良県広陵町による物産展が行われた他、キッチンカー
も多数出店いただき、食事をする選手やお土産を購入する方等で大いに賑わっていました。

五木ひろし

社会福祉協議会による飲食販売 会場ステージ付近に大型モニター 多数のキッチンカーが出店

子どもの遊べるコーナー マラソン前後には多くの飲料水を販売

10 ㎞の部の号砲で軽快に走り出すランナー

美浜のお土産を販売
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Staff Interview

や
団
体
、
事
業
所
等
を
中
心
と
し
た
、

総
勢
約
２
０
０
人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス

タ
ッ
フ
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
も
、
大
会
会
場
を
は
じ
め
、
救
護

所
や
給
水
所
、
駐
車
場
、
コ
ー
ス
等
、
そ

れ
ぞ
れ
の
持
ち
場
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
業
務

に
携
わ
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

悪
天
候
の
中
、
早
朝
よ
り
ご
協
力
い

た
だ
き
ま
し
た
皆
さ
ん
、
本
当
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ゴール救護所

計測チップ回収

消防団・防犯隊による会場警備

ダイヤ浜給水所

丹生埋立地駐車場

美
浜･

五
木
ひ
ろ
し
ふ
る
さ
と

マ
ラ
ソ
ン
は
、
町
内
の
地
区

少し天候が悪くなりましたが、多

くの人に来ていただき賑やかな日

になって良かったと思います。

来年も多くの方が五木ひろしふ

るさとマラソンに参加していただ

けると嬉しいです。

丹生埋立地駐車場

田邉　英樹さん ( 丹生 )

医療職の仕事を学びたいと思

いボランティアに参加しました。

　実際に迅速に対応する必要性

や医療職の重要さを学ぶことが

でき、自分たちも将来同じよう

にできるよう頑張りたいです。

ゴール救護所
若狭医療福祉専門学校の皆さん

吉村 桐隆さん
岩佐 律輝さん

( 左から )

ボランティアスタッフの皆さん、ありがとうございました

Runner Interview

　中学校以来久しぶりに出場しまし

た。完走することを目標として走った

ので、達成感をすごく感じましたし、

入賞もできてすごく嬉しいです。

　これを機に来年も走りたいです。

5 ㎞ 39 歳以下女子の部に
出場した

　初めて参加しました。走っていて

風が気持ちが良かったし、途中で見

える海や花が綺麗でした。

来年も親子で一緒に走りたいです。

1.5 ㎞親子の部に出場した

田邉 陽子さん ( 山上 )
中川 栄二さん
中川 大暢さん

( 若狭町 )( 右から )

　風が強く、アップダウンのある

コースでしたが、気持ちよく走るこ

とができ昨年の 5km に続いて優勝

することができました。

来年もまた優勝を目指したいです。

10km29 歳以下男子の部で

優勝された

高村 瑛太さん ( 大阪府 )

部　門 参加者数
（人） 優 勝 者 タ イ ム

(分･秒)

10㎞29歳以下男子 101 高村　瑛太　(大阪府) 32:46

10㎞30歳代男子 88 笠川　康平　(勝山市) 33:49

10㎞40歳代男子 132 白井　　栄　(愛知県) 34:38

10㎞50歳以上男子 242 押谷　昌之　(愛知県) 36:59

10㎞39歳以下女子 16 上原　珠美　(滋賀県) 49:22

10㎞40歳以上女子 55 井野　光子　(大阪府) 37:11

5㎞29歳以下男子 112 金森　晴音　(美浜町) 16:50

5㎞30歳代男子 79 寺井　洋平　(京都府) 18:17

5㎞40歳代男子 111 貝井　章信　(高浜町) 17:32

5㎞50歳以上男子 143 余語　雄一　(三重県) 18:23

5㎞39歳以下女子 15 鳥居　夏実　(敦賀市) 25:43

記録 ( 敬称略 )

大に
分
か
れ
て
実
施
。
成
績
上
位
者
に
は

賞
状
や
ト
ロ
フ
ィ
ー
、
副
賞
と
し
て
、

美
浜
産
の
キ
ュ
ー
ブ
米
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。

　

表
彰
式
で
は
、
戸
嶋
町
長
や
中
島
正

人
実
行
委
員
長
か
ら
表
彰
を
受
け
た
他
、

5
㎞
の
表
彰
で
は
、
ウ
ド
鈴
木
さ
ん
と

決
め
ポ
ー
ズ
で
の
記
念
撮
影
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

会
は
、
10
㎞
か
ら
1･

5
㎞
、

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
全
20
部
門

部　門 参加者数
（人） 優 勝 者 タ イ ム

(分･秒)

5㎞40歳以上女子 31 稲葉　恵里子　(三重県) 19:28

3㎞中学生男子 20 菊本　瑛太　(京都府) 10:25

3㎞中学生女子 7 正津　乙桜　(高浜町) 11:36

3㎞一般女子 41 川崎　志保　(兵庫県) 13:06

3㎞50歳以上男子 101 岡島　敏博　(大阪府) 10:40

1.5㎞親子 142 笠村　仁裕・一颯　(石川県) 6:05

1.5㎞小学生男子 29 引地　晃太　(兵庫県) 6:05

1.5㎞小学生女子 19 林　詩唯　(敦賀市) 5:38

5㎞夫婦の部※ 10組 山田　一政・ゆき江　(愛知県) 43:18

10㎞夫婦の部※ 12組 井野　光子・洋平　(大阪府) 1:17:10
(時･分･秒)

ウォーキング 237  (計測無し)

↑ ｢ キャイ～ン ｣ ポーズで記念撮影に応じるウド鈴木さん ↑戸嶋町長から表彰を受ける成績上位者

※夫婦の部は、同距離部門に夫婦でエントリーし、2人の合計タイムで競う
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　令和 5 年 10 月 25 日に開塾した美浜町公設塾 ｢ 放課後教室サン ｣ では、約 5 カ月の間に子ど

もたちの輝く笑顔や成長の場面にたくさん出会うことができました。今月号では、令和 6 年 1 月

から 3 月の活動をご紹介します。（令和 5 年 10 月から 12 月の活動は、広報みはま 2 月号を参照）

　子どもの ｢ 学びと挑戦 ｣ に大人も関わり、にぎわいの芽がムクムク成長中！

●
町
が
目
指
す
に
ぎ
わ
い
の
テ
ー
マ
の
1
つ｢

人
づ
く
り

　

~
学
び
と
挑
戦
を
育
む
~｣

を
見
え
る
形
に
！

　

子
ど
も
た
ち
の
探
究

心
を
か
き
立
て
な
が

ら
、
人
と
の
つ
な
が
り

を
広
げ
、
子
ど
も
の
未

来
を
明
る
く
輝
く
も
の

①
「
放
課
後
教
室
サ
ン｣

の
ロ
ゴ
が
完
成
！

に
し
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
子
ど
も
、
大
人
、
世
界

の
3
者
が
交
わ
り
、
新
た
な
ひ
ら
め
き
が
生
ま
れ
る

世
界
観
を
表
現
し
ま
し
た
。

　
令
和
5
年
度
の
塾
生
と
と
も
に
ポ
ス
タ
ー
・
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
・
映
像
を
制
作
し
ま
し
た
。
美
浜
の
子
ど

も
た
ち
の
躍
動
感
・
学
び
に
対
す
る
姿
勢
が
詰
ま
っ

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、｢

放
課
後
教
室
サ
ン｣

の
取
り
組
み
を
始

め
、
美
浜
の｢

学
び
と
挑
戦｣

を
発
信
す
る
特
設
サ

イ
ト
も
始
動
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
、
こ
れ
ら
の
媒
体
を
有
効
に
活
用
し
、
美
浜

町
が
目
指
す｢

学
び
と
挑
戦｣

を
伝
え
て
い
き
ま
す
。

②
ポ
ス
タ
ー
・
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
・

　
　
　
　
　
　
　
　

映
像
・
特
設
サ
イ
ト
が
完
成
！

★
左
記
か
ら
映
像
・
特
設
サ
イ
ト

　
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

映

像

:Y
o
u
T
u
b
e

特
設
サ
イ
ト
:W

eb

●
令
和
6
年
度
の
予
定

★
放
課
後
教
室
サ
ン

水
曜
・
金
曜

小
学
生
の
部

午
後
5
時
30
分
~
午
後
7
時

定
員
:
各
15
人

★
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス

中
学
生
の
部

午
後
7
時
30
分
~
午
後
９
時

定
員
:
各
10
人

火
曜

午
後
4
時
~
午
後
6
時

※
ど
な
た
で
も
利
用
可
能
で
す

N
ew

　

公
設
塾
・
高
校

生
バ
ー
ジ
ョ
ン
が
始
ま
り

ま
す
。︽
7
月
開
塾
予
定
︾

放
課
後
教
室
サ
ン

　

定
員
ま
で
若
干
名
の
余
裕
が

あ
り
ま
す
。
興
味
の
あ
る
方
は
、

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

☎
32
︲
６
７
０
１

ま
だ
間
に
合
い
ま
す
！

instagram、Facebook においても活動の様子を発信しています！！
フォロー・応援よろしくお願いします。

みはまシナプスプロジェクト

美浜町公設塾 ｢放課後教室サン ｣活動報告
V O L . 2

●社会課題プロジェクト《ビジネス編》

　｢ 町ににぎわいを生み出す ｣ を目標に掲げ、　

　｢ ビジネスとは何か ｣ を学び、北陸新幹線開業

イベントで「ビジネスで稼ぐ ｣ を実践したプロ

ジェクトです。

　これまで ｢ お金を稼ぐ ｣ ことを身近に感じていな

かった子どもたちですが、授業を受けた後にはお

店の求人広告に興味を持ったり、｢ 売れる工夫 ｣ と

いう視点で商品や陳列棚を見たりするようになっ

たと保護者の方からお話をいただきました。

　ビジネス編で扱う商品は、新庄・大谷原のサツ

マイモで作ったお菓子。イベントに訪れた人たち

に美浜のよさを伝えることも重要ポイントだった

ので、小学 6 年生代表 7 人は新庄の ｢ わいわい

楽舎 ｣ を訪れ、生産者の方々にインタビューも実

施しました。

　子どもたちはそれぞれの授業時間だけでなく、

オープンスペースや休日の時間も使って制作を行う

等実践に向けて、とても大きな熱量を感じました。

↑新庄へ現地調査 ↑商品を丁寧に袋詰め ↑ PR チラシの制作にも
　力が入る

町の課題×子どもの挑戦

　社会課題プロジェクト《ビジネス編》の実践の

場は 3 月 16 日に開催された ｢ 行こうよ！おいでよ！

美浜駅つながるフェスタ ｣。子どもたちは大谷原の

サツマイモを使って、小学生はサツマイモチップス

(2 種 )、中学生は焼き芋の販売に挑戦しました。

　お店の名前は「サンマーケット｣ で子どもたちは

手作り看板を持って大きな声で呼び込みをしたり、笑

●北陸新幹線敦賀開業イベントで ｢ サンマーケット｣ を実施

顔で丁寧な接客をしたり、積極的に会場整理をした

りととても柔軟な対応で ｢ 手作りお菓子で利益を生

み出す ｣｢ 自分たちの想いを届ける ｣ を実践していま

した。

　購入していただいた方には、サンキューカード

を記入してもらい、たくさんの ｢ ありがとう ｣ を

届けていただきました。

社会課題プロジェクト《ビジネス編》の集大成！

↑販売開始から列ができる ↑大谷原の紹介やサンキューカード

●テーマ型授業《仕事編・金融編 ( 特別授業 )》

　仕事とは何か、なぜ人は働くのかを学び、仕事ラ

イフワーク体験、ゲストの仕事観を取材する新聞記

者体験を実施しました。

　子どもたちは職業マップを見て、世の中にある

仕事の数と種類にとても驚いていました。｢ 大人に

なったらきっと自分も仕事をしているのだろう ｣ と

いう漠然とした思いから働く意味を知り、大人の人

生観や体験を通して未来の選択肢の広がりにワクワ

クしたことと思います。

　金融編 (1 回 ) を通して、職業・収入・支出・貯金・

投資 ･ 時代を見通す重要性を体感しました。

　選んだ職業によって毎月の収入に振れ幅があっ

たり、世の中の動きによって投資先に大きな変化

が訪れたりとドキドキの連続！何を優先し、どう

選択していくのか、自分の力を信じ、自ら考え決

断していく大切さを子どもも大人も楽しみながら

学んだ 3 時間でした。

テーマ授業の内容

・仕事編 (1/17 ～ 2/9　全 4 回 ) ・ 金融編(3/20  1回)

↑職業マップを囲む
　子どもたち

↑大人も参加できた特別授業 ↑楽しくて 3 時間が
　あっという間

↑漁師と猟師をされている
足立修一さんの仕事観を聞く

Facebook
はこちら

Instagram
はこちら

2/14 ～ 3/15　全 5 回

↑授業でビジネスを学ぶ

↑元気に対応する子どもたち

小
学
生
の
部
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↓ 久々子湖沿いのごみを拾う参加者たち

　4 月 21 日に、三方五湖一斉清掃が行われました。
　この清掃活動は、三方五湖の環境と景観の保全を目
的に、三方五湖保全対策協議会が主催したもので、町
内の団体や企業から約 200 人が参加しました。
　参加者は、各々の持ち場に分かれ、久々子湖や日向
湖の周辺を清掃し、プラスチックごみや空き缶等、約
11 ㎥ ( 軽トラック約 15 台分 ) を収集しました。

三方五湖の環境を守る

三方五湖一斉清掃

美しい浜プロジェクトin水晶浜
美しい砂浜を守るために

　4 月 21 日に、美しい浜プロジェクトが水晶浜で開催されま
した。
　このイベントは、町が取り組む美しい浜プロジェクトの令和
6 年度第 1 弾として開催され、竹波区民や企業、ボランティア、
みはま応援クルー等、約 200 人が参加しました。
　参加者たちは、全長 450ｍの海岸を清掃し、漂着したプラ
スチック等、約25㎥(軽トラック約34台分)を収集しました。

↓漂着したごみを拾い集める参加者たち

↓ 5 年ぶりに行われた神輿渡卸で階段を担ぎ上げる担ぎ手

　5 月 11 日に、織田神社 ( 佐田 ) の例大祭が同神社で
行われました。

近年の例大祭は、コロナ禍で一部神事が縮小されて
いましたが、5 年ぶりに全ての神事が執り行われました。
　当日は、小学生による｢王の舞｣と｢浦安の舞｣が堂々
と披露された他、迫力ある神輿渡卸が行われ、訪れた
観客からは、歓声が湧いていました。

織田神社例大祭
五穀豊穣を願って

↓堂々とした演技を見せる子ども役者

5 月 3 日に、日吉神社 ( 早瀬 ) で山王祭礼が行われ、
町の無形民俗文化財の｢子供歌舞伎｣が奉納されました。
　当日は、午前 8 時から曳山が区内を巡行。日吉神社
前に着くと、化粧を施しきらびやかな衣装をまとった
子ども役者による ｢ 寿

こ と ぶ き し き さ ん ば そ う

式三番叟 ｣ が上演されました。
　凛とした子ども役者の演技に、観客からは盛大な拍
手やおひねりが送られました。( 関連第 2 頁 )

早瀬子供歌舞伎
凛々しく舞い、奉納

↓ 会 場 内 の 徳 賞 寺 を 訪 れ、
粟谷正光氏(雅号:大雲道人)
( 左 ) のだるま絵を鑑賞した
杉本達治福井県知事 ( 右 )

国吉城まつり国吉城まつり
歴史のロマンを感じて

5 月 5 日に、国吉城まつりが若狭国吉城歴史資料館
周辺 ( 佐柿 ) で行われました。
　この催しは、国吉城とその周辺地域の歴史や自然を楽
しんでもらおうと佐柿区や ( 一社 ) 佐柿国吉 100 年プ
ラン推進委員会等が開催したものです。
　当日は、ステージイベントや甲冑体験の他、国吉城歴
史散策等が行われ、多くの来場者で賑わいました。

↑清掃開始前 ↑清掃終了後

↓優勝報告に訪れた町内在住の美方高校ボート部の選手たち

　4 月 18 日に、第 35 回全国高校選抜ローイング大
会の優勝報告会が役場で行われました。

同大会は、３月下旬に静岡県浜松市で行われたもの
で美方高校ボート部が男女舵手付きクォドルプルで優
勝、女子シングルスカルで準優勝を収めました。
　報告会で選手たちは、レースの様子と入賞の喜び、次
大会に向けての抱負を力強く伝えていました。

全国の舞台で大活躍
全国高校選抜ローイング大会全国高校選抜ローイング大会
優勝報告会優勝報告会

↓県の無形民俗文化財に指定されている「王の舞」

5 月 1 日に、弥美神社 ( 宮代 ) の例大祭が同神社で
行われました。
　今年の例大祭は王の舞や獅子舞の他、コロナ禍で縮
小されていた幣押しや浦安の舞等の全ての神事が執り
行われました。
　当日は、迫力のある幣の押し合いや優雅な舞等が
披露され、境内は大勢の観客で賑わっていました。

5 年ぶりに全神事が執り行われた

弥美神社例大祭弥美神社例大祭

↓アイドルグループ「さくらいと」
　によるステージイベント
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美浜町のニュース

MIHAMA NEWS

大規模災害発生時の災害廃棄物処理に備えて

「災害廃棄物等の処理に関する基本協定」を締結

■ お問い合わせ先
　町生涯学習推進課 図書館
　(担当・石井)☎32‐0083

■ お問い合わせ先
　町住民環境課(担当･浜野利彦)
　☎32‐6703

令和6年度｢子供の読書活動優秀実践団体文部科学大臣表彰｣

めめたんごの会　文部科学大臣表彰を受賞

処
理
す
る
敦
賀
市
と
共
に
大
規
模

災
害
時
に
備
え
、
廃
棄
物
処
理
会

社
の
大
栄
環
境
株
式
会
社(

大
阪

府
和
泉
市)

と｢

災
害
廃
棄
物
等

の
処
理
に
関
す
る
基
本
協
定｣

を

締
結
し
ま
し
た
。

　

協
定
で
は
、
地
震
や
風
水
害
等

で
災
害
廃
棄
物
が
発
生
し
、
町
や

近
隣
自
治
体
で
処
理
し
き
れ
な
く

な
っ
た
場
合
、
同
社
が
撤
去
や
収

集
運
搬
、
処
分
を
行
い
、
早
期
復

旧
復
興
に
つ
な
げ
る
た
め
の
支
援

や
不
測
の
事
態
に
備
え
て
日
頃
か

ら
情
報
共
有
を
図
っ
て
い
く
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

美
浜
町
と
敦
賀
市
は
、災
害
が

発
生
し
た
際
、敦
賀
市
清
掃
セ
ン

タ
ー(

櫛
川)

で
災
害
廃
棄
物
の
処

理
を
行
い
ま
す
が
、処
理
が
困
難
と

な
っ
た
場
合
、同
社
に
協
力
を
要
請

す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

同
社
は
、
全
国
の
自
治
体
と
同

様
の
協
定
を
結
ん
で
お
り
、
本
町

は
全
国
で
1
７
８
例
目
、
県
内
で

は
、
小
浜
市
や
若
狭
町
等
に
次
い

で
9
市
町
目
と
な
り
ま
し
た
。

　

協
定
締
結
式
で
、
戸
嶋
町
長
は

｢

昨
今
自
然
災
害
が
頻
発
し
て
お

り
、
こ
れ
に
備
え
る
た
め
の
防
災

減
災
対
策
を
行
っ
て
は
い
る
が
、

万
が
一
、
被
災
し
た
場
合
に
復
旧

復
興
の
た
め
円
滑
な
取
り
組
み
は

非
常
に
重
要
で
あ
る
。
今
回
協
定

を
締
結
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
ま
さ

か
の
時
に
復
旧
復
興
を
迅
速
に
行

4

■ お問い合わせ先
　町総務課(担当･今安)
　☎32‐6700

令和5年度｢消防団地域貢献表彰｣

美浜消防団  総務大臣表彰を受賞

彰｣

を
受
賞
さ
れ
た
美
浜
消
防
団

の
石
丸
正
治
消
防
団
長
と
野
原

佐
智
夫
副
分
団
長
が
戸
嶋
町
長

へ
報
告
す
る
た
め
来
庁
さ
れ
ま

し
た
。

　

こ
の
表
彰
は
、
地
域
防
災
力
の

向
上
や
消
防
団
員
の
確
保
等
に
特

に
積
極
的
に
取
り
組
む
消
防
団
及

び
消
防
団
事
務
を
所
管
す
る
市
町

村
・
消
防
本
部
を
対
象
と
し
て
、

地
域
に
多
大
な
貢
献
を
し
て
い
る

消
防
団
の
日
々
の
活
動
を
称
え
る

表
彰
で
、
全
国
38
団
体
が
受
賞
し

ま
し
た
。

4

　

美
浜
消
防
団
の
受
賞
は
初
め
て

で
、
団
員
数
を
長
年
に
わ
た
り
定

員
97
％
以
上
の
充
足
率
を
保
ち
つ

つ
活
動
を
行
っ
て
い
る
こ
と
や
、

全
国
的
に
団
員
が
減
少
し
て
い
る

中
、
令
和
4
年
度
新
た
に
美
し
野

区
に
新
設
し
、
消
防
団
を
増
員
し

た
こ
と
等
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

石
丸
団
長
は｢

町
民
の
皆
さ
ん
の

防
災
意
識
が
高
く
、
長
年
に
わ
た

り
行
政
や
住
民
の
皆
さ
ま
に
ご
協

力
を
い
た
だ
い
た
お
か
げ
で
今
回

こ
の
よ
う
な
賞
を
受
賞
す
る
こ
と

が
で
き
嬉
し
く
思
っ
て
い
ま
す｣

と
喜
び
を
町
長
に
伝
え
、
戸
嶋
町

月
22
日
に
、
令
和
5
年

度｢

消
防
団
地
域
貢
献
表

長
は｢

全
国
の
消
防
団
が
団

員
不
足
等
で
厳
し
い
状
況
の

中
、
団
員
一
丸
と
な
っ
て
活

動
し
て
い
る
証
し
だ
と
思

う
。
近
年
、
自
然
災
害
が
頻

発
し
、
消
防
団
の
果
た
す
役

割
は
非
常
に
大
き
い
と
感
じ

て
お
り
、
今
後
の
活
動
も
期

待
し
て
い
る｣

と
称
え
て
い

ま
し
た
。

↑戸嶋町長(左)と西村副町長(右)に受賞を報告をする
　石丸団長(左から2番目)と野原副分団長(右から2番目)

長
 

田た

な

べ邉 

義よ

し

ろ

う郎 

氏
　

         

旭き

ょ

く

じ

つ

た

ん

こ

う

し

ょ

う

日
単
光
章
を
受
章

田邉 義郎 氏 (75)
( 久々子 )

月
18
日
に
、
敦
賀
市
役
所

で
一
般
廃
棄
物
を
共
同
で

え
る
こ
と
を
大
い
に
期
待
し
て

い
る｣

と
述
べ
、
大
栄
環
境
㈱

金
子
文
雄
社
長
は｢

災
害
初
動

時
は
大
量
に
発
生
し
た
が
れ
き

を
迅
速
、
適
切
に
処
理
し
、
イ

ン
フ
ラ
を
復
旧
さ
せ
る
こ
と
が

不
可
欠
で
あ
り
、
そ
の
重
要
な

役
割
を
グ
ル
ー
プ
の
総
力
を
挙

げ
て
お
手
伝
い
し
た｣

と
述
べ

て
い
ま
し
た
。

↑調印を交わした戸嶋町長(右)と米澤敦賀市長(右から2番目)と大
栄環境株式会社金子社長(左から2番目)と大仲常務取締役(左)

　
　
　

年
に
わ
た
り
ロ
ー
イ
ン
グ
競
技
に

　
　
　

携
わ
り
競
技
力
向
上
に
貢
献
さ
れ

た
こ
と
が
称
え
ら
れ
、
5
月
14
日
に
、

田
邉
義
郎
氏(

久
々
子)

が
旭
日
単
光
章

(

ス
ポ
ー
ツ
振
興
功
労)

を
受
章
さ
れ
ま
し

た
。

　

同
日
、
文
部
科
学
大
臣
よ
り
勲
記
勲
章

の
伝
達
を
受
け
、
引
き
続
き
皇
居
へ
参さ
ん
だ
い内

し
、
天
皇
陛
下
に
拝は
い
え
つ謁
の
栄
を
賜
り
ま
し

た
。

　

田
邉
氏
は
、昭
和
43
年
の
福
井
国
体
出

場
後
、美
浜
ロ
ー
イ
ン
グ
ク
ラ
ブ
を
設
立

し
、多
く
の
仲
間
と
活
動
を
さ
れ
て
き
ま
し

た
。ま
た
、現
在
は
福
井
県
ロ
ー
イ
ン
グ
協

会
の
副
会
長
を
務
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

主
に
、競
技
の
普
及
や
技
術
力
の
向
上
に

取
り
組
ま
れ
、昨
年
開
催
さ
れ
た｢

か
ご
し

ま
国
体｣

で
は
、福
井
県
が
競
技
別
で
史
上

初
と
な
る
8
連
覇
達
成
に
も
尽
力
さ
れ
ま

し
た
。

　

受
章
に
つ
い
て
、
田
邉
氏
は｢

受
章
す

る
と
聞
い
た
と
き
は
驚
き
ま
し
た
。
本
当

に
名
誉
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
国
体
が

開
催
さ
れ
た
久
々
子
湖
は
、
中
学
校
、
高

校
、
実
業
団
等
の
ロ
ー
イ
ン
グ
の
拠
点
と

な
っ
て
い
ま
す
。
早
朝
・
夕
方
に
練
習
す

る
監
督
・
選
手
の
頑
張
り
は
、
頼
も
し

く
、
た
く
ま
し
く
、
日
々
成
長
す
る
そ
の

姿
や
レ
ー
ス
を
見
る
た
び
に
感
動
し
て
き

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
根
っ
こ
の
一
部
分

と
し
て
幹
で
あ
る
監

督
・
選
手
を
支
え
て
い

き
、
ロ
ー
イ
ン
グ
競
技

そ
し
て
、｢

ロ
ー
イ
ン

グ
の
町
美
浜｣

が
ま
す

ま
す
盛
ん
に
な
れ
ば
嬉

し
い
で
す｣

と
話
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

実
践
団
体
文
部
科
学
大
臣
表
彰｣

を
受
賞
さ
れ
た
美
浜
東
小
学
校
読

書
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア｢

め
め
た
ん
ご

の
会｣

の
野
瀬
恵
美
子
代
表
と
山

口
萬
喜
副
代
表
が
、
戸
嶋
町
長
へ

報
告
す
る
た
め
来
庁
さ
れ
ま
し

た
。

　

こ
の
表
彰
は
、
子
ど
も
が
積
極

的
に
読
書
活
動
を
行
う
意
欲
を
高

め
る
活
動
に
つ
い
て
、
優
れ
た
実

践
を
行
っ
て
い
る
図
書
館
・
団
体

(

個
人)

に
対
し
て
、
平
成
14
年
度

か
ら
毎
年
度
大
臣
表
彰
を
し
て
い

る
も
の
で
す
。

　

今
回｢

め
め
た
ん
ご
の
会｣

は
、

長
期
的
な
活
動
実
績
が
あ
る
こ

と
、
絵
本
や
紙
芝
居
の
読
み
聞
か

せ
の
他
紙
芝
居
の
製
作
や
民
話
朗

読
な
ど
多
彩
な
活
動
を
行
っ
て
い

る
こ
と
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。　

　

代
表
の
野
瀬
さ
ん
は｢
子
ど
も

た
ち
と
つ
な
が
る
こ
と
が
や
り
が

い
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
も

活
動
を
続
け
、
30
周
年
を
迎
え
ら

れ
る
よ
う
に
頑
張
っ
て
い
き
た

い
。｣

と
喜
び
を
町
長
に
伝
え
て

い
ま
し
た
。
ま
た
、
町
長
か
ら
は

｢

美
浜
東
小
学
校
を
中
心
に
ボ
ラ

月
23
日
に
、
令
和
6
年
度  

｢

子
供
の
読
書
活
動
優
秀

ン
テ
ィ
ア
と
し
て
、
平
成
14

年
か
ら
長
き
に
わ
た
り
活
動

を
続
け
て
い
た
だ
い
て
い
る

こ
と
は
と
て
も
あ
り
が
た

い
。
そ
の
よ
う
な
団
体
が
評

価
を
さ
れ
表
彰
を
受
け
た
こ

と
に
つ
い
て
も
と
て
も
嬉
し

く
思
っ
て
い
る
。
こ
れ
か
ら

も
子
ど
も
た
ち
へ
の
読
み
聞

か
せ
等
も
ぜ
ひ
、
続
け
て
い

た
だ
き
、
子
ど
も
た
ち
の
育

成
に
お
力
添
え
を
い
た
だ

き
た
い｣

と
称
え
て
い
ま
し

た
。

↑戸嶋町長(右)と加藤教育長(左)に受賞報告をする
　野瀬代表(右から2番目)と山口副代表(左から2番目)

4
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Mihama　Information

〒 919-1192　美浜町郷市 25-25

 ☎　0770-32-1111( 代表 )

FAX　0770-32-1115( 代表 )

HP    https://www.town.fukui-

      mihama.lg.jp/

情報BOX
Mihama Information 

美浜町役場

お
知
ら
せ

熱
中
症
対
策
の
た
め
の｢

指
定
暑

熱
避
難
施
設(

ク
ー
リ
ン
グ
シ
ェ

ル
タ
ー)

」
を
指
定
し
ま
す
！

詳細はこちら

下
水
道
使
用
料
の
世
帯
人
数
に

　
　
　
　

変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　

一
般
家
庭
用
の
下
水
道
使
用
料
は
、

原
則
と
し
て
住
民
票
の
世
帯
人
数
で
計

算
し
ま
す
。
世
帯
人
数
に
異
動
が
あ
っ

た
時(

転
入
、
転
出
、
出
生
、
死
亡
等)

は
、｢

世
帯
人
員
変
更
届
出
書｣

の
提
出

が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
単
身
赴
任
、
進
学
、
長
期
入

院
等
の
特
別
な
理
由
で
減
員
と
な
っ
て

い
る
方
が
世
帯
に
戻
ら
れ
た
時
に
は
、

必
ず
増
員
の
届
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

増
員
の
事
実
が
後
で
判
明
し
た
時
は
、

遡
っ
て
下
水
道
使
用
料
を
納
付
い
た
だ

く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
他
、
使
用
者
の
名
義
を
変
更
し

た
い
場
合
に
は
、｢

水
道
使
用
異
動
届｣

や｢

下
水
道
使
用
者
変
更
届
出
書｣

の
提

出
が
必
要
で
す
。

　

各
種
届
出
書
は
、
町
上
下
水
道
課
窓

口
ま
た
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

　
　

町
上
下
水
道
課(

担
当
・
宇
都
宮)

☎
32
︲
１
３
４
１

問

｢
ク
ー
ル
ビ
ズ｣

に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

　

町
で
は
、地
球
温
暖
化
問
題
に
対
処
し
、

環
境
と
共
生
す
る
ビ
ジ
ネ
ス
ス
タ
イ
ル
の

定
着
を
図
る
た
め
、
ク
ー
ル
ビ
ズ(

夏
季

の
適
正
冷
房
に
応
じ
た
軽
装
勤
務)

を
実

施
し
て
い
ま
す
。

●

実
施
期
間

5
月
1
日(

水)

~
10
月
31
日(
木)

●

取
組
内
容

　

・
適
正
冷
房(

28
℃
以
上)

の
実
施

　

・
適
正
冷
房
に
応
じ
た
軽
装(

職
員
と

　
　

し
て
の
信
用
と
品
位
を
損
わ
な
い
服

　
　

装)

で
の
勤
務

　

町
の
公
共
施
設
を
ご
利
用
い
た
だ
く
皆

さ
ん
に
も
、
適
正
冷
房
へ
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
会
議
等
の
ご
案
内
を
さ
せ
て
い

た
だ
く
場
合
に
、
軽
装
で
の
ご
出
席
を
お

　
　

町
総
務
課(

担
当
・
浜
野)

☎
32
︲
６
７
０
０

問 願
い
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
際
に

は
、
適
正
冷
房
に
応
じ
た
軽
装
で
の
ご
出

席
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

近
年
、
気
候
変
動
に
伴
う
気
温
の
上
昇

に
よ
り
、
国
内
の
熱
中
症
に
よ
る
死
亡
者

数
が
増
加
傾
向
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
後

地
球
温
暖
化
が
進
め
ば
、
更
に
熱
中
症
に

よ
る
被
害
が
増
加
す
る
恐
れ
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
熱
中
症
対
策
の
強
化
を
盛
り
込
ん

だ
改
正
気
候
変
動
適
応
法
が
全
面
施
行
さ

れ
ま
し
た
。

(1)
人
の
健
康
に
重
大
な
被
害
が
生
ず
る
お

　

そ
れ
が
あ
る
場
合
に｢

熱
中
症
特
別
警

　

戒
情
報｣

が
発
表
さ
れ
ま
す
。
発
表
さ

　

れ
る
タ
イ
ミ
ン
グ
は
、
県
内
全
て
の
暑

　

さ
指
数
情
報
提
供
地
点
に
お
い
て
、
暑

　

さ
指
数
が
35
に
達
す
る
と
予
測
さ
れ
る

場
合
で
す
。

　

※
発
表
時
に
は
、
戸
別
受
信
機
や
防
災
ア
プ

　
　

リ
等
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。　

（2）
熱
中
症
特
別
警
戒
情
報
発
表
中
に
、
暑

　

さ
を
し
の
ぐ
た
め
に
一
般
開
放
す
る
施

　

設｢

指
定
暑
熱
避
難
施
設｣

を
指
定
し

　

ま
す
。

　

①
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
な
び
あ
す

　
　

・
開
放
時
間
:
午
前
9
時
か
ら　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

午
後
10
時
ま
で

　
　

・
休
館
日
:
毎
週
月
曜

　
　
　
　
　
　
︵
祝
日
の
場
合
は
翌
平
日
︶

　

②
エ
ネ
ル
ギ
ー
環
境
教
育
体
験
館
き
い
ぱ
す

　
　

・
開
放
時
間
:
午
前
9
時
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　

午
後
5
時
ま
で

   

・
休
館
日
:
毎
週
月
曜

　
　
　
　
　
　
︵
祝
日
の
場
合
は
翌
平
日
︶

　

③
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
は
あ
と
ぴ
あ

　
　

・
開
放
時
間
:
午
前
9
時
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　

午
後
10
時
ま
で

　
　

・
休
館
日
:
毎
週
月
曜

　
　
　
　
　
　
︵
祝
日
の
場
合
は
翌
平
日
︶

※お問い合わせ先 町エネルギー政策課 危機管理対策室(担当・志賀) ☎32‐6716

防災情報伝達システムを用いた全国一斉の

※当日は、屋外スピーカーから緊急地震速報チャイムが鳴ります。

　また、美浜町以外の地域でも、全国一斉に伝達試験が実施されます。

緊 急 地 震 速 報 情 報 の 伝 達 訓 練 を 実 施 し ま す

●

免
許
の
種
類

●

対
象
者

免許の種類 使用できる猟具の種類

網猟免許
むそう網、はり網、
つき網、なげ網

わな猟免許
くくりわな、はこわな、
はこおとし、囲いわな

第一種
銃猟免許

ライフル銃、散弾銃、
空気銃(圧縮ガス銃を含む)

第二種
銃猟免許

空気銃(圧縮ガス銃を含む)

　

①
県
内
に
住
所
を
有
す
る
満
18
歳
以
上

(

※)

の
方
で
、
新
た
に
網
猟
免
許

ま
た
は
、
わ
な
猟
免
許
を
取
得
し
よ

う
と
す
る
方

　

③
現
に
取
得
し
て
い
る
狩
猟
免
許
と

異
な
る
種
類
の
免
許
を
取
得
し
よ

う
と
す
る
方

　

②
県
内
に
住
所
を
有
す
る
満
20
歳
以
上

(

※)

の
方
で
、
新
た
に
第
一
種
銃
猟

免
許
ま
た
は
、
第
二
種
銃
猟
免
許
を

取
得
し
よ
う
と
す
る
方

※
試
験
日
現
在
の
年
齢

狩
猟
免
許
試
験
が
実
施
さ
れ
ま
す

●

試
験
内
容

第1回 第2回

試験日 7月15日(月・祝) 7月28日(日)

試験
時間

午前9時30分～
午後4時30分

午前9時30分～
午後4時30分

試験
会場

福井県立大学
永平寺キャンパス

リブラ若狭

申込
期間

5月1日(水)～
6月14日(金)

5月1日(水)～
6月28日(金)

●

試
験
日
時･

会
場･

申
込
期
間

　

適
性
試
験
、
知
識
試
験
、
技
能
試
験

●

そ
の
他

　

試
験
実
施
要
領
及
び
申
請
書
は
、
福
井

県
自
然
環
境
課
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
ま
た
は
嶺
南
振
興
局
二
州
農

林
部
林
業
水
産
課
で
入
手
で
き
ま
す
。

　
　

詳
細
は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　

嶺
南
振
興
局
二
州
農
林
部
林
業
水
産
課

☎
22
︲
０
２
９
１

　
　

町
産
業
政
策
課(

担
当･

平
城)

☎
32
︲
６
７
０
６

問

　
　

町
健
康
福
祉
課(

担
当
・
中
西)

☎
32
︲
６
７
０
４

問

法
律
改
正
で
変
わ
る
こ
と
！

実施日時 情報伝達手段 放 送 内 容

6月20日(木)

午前10時頃

・屋外

　スピーカー

・防災アプリ

・戸別受信機

・町HP

< チャイム >

｢ 緊急地震速報。大地震です。大地震です。これは訓練放送です。｣(3 回 )

< 緊急地震速報チャイム音 >

こちらは防災美浜町です。これで訓練放送を終わります。

< チャイム >

こちらは防災美浜町です。ただ今から訓練放送を行います。

< 訓練 > 緊急地震速報

これは試験配信です。

緊急地震速報。大地震です。( 推定震度 5 弱 )

HP はこちらから
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救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
の
設
置
と

　
　

  

情
報
更
新
を
お
願
い
し
ま
す

　

救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
は
、
医
療
情
報

や
緊
急
連
絡
先
等
を
記
載
し
た
﹁
医
療
情

報
記
録
用
紙
﹂
を
入
れ
て
自
宅
の
冷
蔵
庫

に
保
管
し
て
お
く
も
の
で
、
災
害
時
や
救

急
時
に
救
急
隊
員
等
が
要
支
援
者
へ
適
切

な
処
置
を
行
う
た
め
に
必
要
な
情
報
を
得

る
た
め
の
も
の
で
す
。

　

緊
急
時
、
救
急
隊
員
に
キ
ッ
ト
が
あ
る

こ
と
を
知
ら
せ
る
た
め
、
設
置
家
庭
に
は

冷
蔵
庫
と
玄
関
内
側
に
ス
テ
ッ
カ
ー
を

貼
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

町
で
は
、
避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
に

登
録
さ
れ
た
方
等
に
キ
ッ
ト
の
設
置
と
既

に
設
置
さ
れ
て
い
る
方
へ
の
情
報
更
新
を

お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　
　

町
健
康
福
祉
課(

担
当
・
中
村
／
前)

☎
32
︲
６
７
０
４

問
　

キ
ッ
ト
内
の｢

医
療
情
報
記
録
用
紙
﹂

の
内
容
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
変
更
箇
所

が
あ
れ
ば
手
書
き
で
修
正
し
て
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
新
た
な
記
録

用
紙
の
配
布
を
希
望
さ
れ
る
方
は
町
健
康

福
祉
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

〇
救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
に
入
れ
る
書
類

←救急医療情報キット。

　中に医療情報等を入れ、冷蔵庫の

　目につきやすい所に保管します。

冷蔵庫に貼るマグネット ( 左 ) と　

玄関内側に貼るステッカー ( 右 )

　

キ
ッ
ト
に
は
、
医
療
情
報
記
録
用
紙
の

ほ
か
に
、
次
の
書
類
等
を
各
自
で
準
備
し

入
れ
て
く
だ
さ
い
。

　

◎
書
類
例

　
　

・
お
薬
手
帳
の
写
し

　
　

・
健
康
保
険
証
の
写
し

　
　

・
診
察
券
の
写
し　
　
　

等

　

各
集
落
の
民
生
児
童
委
員
か
ら
医
療
情

報
記
録
用
紙
と
専
用
カ
プ
セ
ル
が
配
布
さ

れ
ま
す
。
そ
の
他
、
必
要
書
類
を
各
自
で

〇
今
年
度
新
た
に
救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト

　
の
配
布
申
請
を
さ
れ
た
方

〇
す
で
に
救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
を
設
置  

   

し
て
い
る
方

おかげさまではまびよりは開業 1 周年 !!

※お問い合わせ先　町産業政策課 ( 担当 ･ 竹内 ) ☎ 32‐6706

　　　午前 10時から午後 4時まで

場 所：道の駅 若狭美浜はまびより

試食・販売 (2F idea spot Quick)

美浜産の鯖のへしこやお米・ジビエが
食べられます！

キッチンカー・出店 (1F エントランス )
太田そば (太田 enjoy 農楽舎 )
イカ丼 (はるか丸 ) ※ 2日 ( 日 ) のみ
※正午～午後 4時までの販売となります

美浜産メニュー！
pasta&pancake はまカフェ (1F) とメシヤハマビ (2F) で
美浜のおいしい料理が食べられます！ 主催：美浜暮らしブランド株式会社

はまびより
公式サイト

　 月　 日 ( 土 )   　 日 ( 日 )6 1 2・

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に

                   

関
す
る
お
知
ら
せ

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
保
険
料
は
、

2
年
に
一
度
見
直
し
が
行
わ
れ
ま
す
。
令

和
6
・
7
年
度
の
見
直
し
に
当
た
っ
て
、

国
に
よ
る
制
度
の
改
正
が
あ
り
、
全
国
的

に
高
齢
者
の
負
担
が
増
加
す
る
傾
向
に
あ

り
ま
す
。

　

福
井
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
で

は
、
療
養
費
準
備
基
金
や
県
の
財
政
安
定

化
基
金
の
活
用
を
見
込
む
こ
と
で
、
令
和

6
・
7
年
度
の
保
険
料
率
に
つ
い
て
は
据

え
置
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
　

令
和
6
・
7
年
度　

　
　
　

所
得
割
率
:
9
・
7
％　

　
　
　

均
等
割
額
:
４
９
,
７
０
０
円

令
和
6
年
度
の
保
険
料
見
直
し
に
つ
い
て

　

保
険
料
率
以
外
の
制
度
の
改
正
に
よ
る

変
更
は
次
の
と
お
り
で
す
。

賦
課
限
度
額
の
変
更

賦
課
限
度
額
が
66
万
円
か
ら
80
万
円

　

に
変
更
と
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
次
の

　

い
ず
れ
か
の
条
件
を
満
た
す
場
合
は　

73
万
円
が
限
度
と
な
り
ま
す
。

　

①
昭
和
24
年
3
月
31
日
以
前
に
生
ま
れ

　
　

た
者

　

②
令
和
7
年
3
月
31
日
以
前
に
早
期　

　

加
入
し
た
者(

75
歳
到
達
後
に
、
早
期

　

加
入
の
認
定
を
し
た
広
域
連
合
の
区
域

　

外
に
住
所
を
移
し
た
者
を
除
く)

〇
均
等
割
軽
減
基
準
額
の
変
更

　
〇
対
象
者

　

世
帯
の
総
所
得
金
額
等
が
43
万
円
＋

(

基
準
額
×
世
帯
に
属
す
る
被
保
険
者

　

数
＋
10
万
円
×(

給
与
所
得
者
等
の
数                            

   

︲
1))

以
下
の
場
合

　
○
変
更
点

　

均
等
割
5
割
軽
減
対
象
者

　
　

基
準
額
が
29
万
円
か
ら
29
・
5
万
円

　
　

に
変
更
と
な
り
ま
す
。

　

均
等
割
2
割
軽
減
対
象
者

　
　

基
準
額
が
53
・
5
万
円
か
ら
54
・
5
万

　
　

円
に
変
更
と
な
り
ま
す
。

　
　

保
険
料
の
見
直
し
に
関
す
る
お
問
い

　

合
わ
せ
先
【
今
回
の
制
度
改
正
の
見
直

　

し
の
背
景
等
に
関
す
る
ご
質
問
】

　
　
厚
生
労
働
省
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

︵
令
和
6
年
6
月
~
令
和
7
年
3
月
︶

　
　
　

☎
０
１
２
０
︲
１
２
２
︲
１
４
０

問
　
　

ご
自
身
の
保
険
料
額
の
計
算
に
関
す

　
　

る
お
問
い
合
わ
せ

　

【
保
険
料
の
年
額
に
つ
い
て
】

  　
　

福
井
県
後
期
高
齢
者
医
療

　
　
　

広
域
連
合
業
務
課

　
　

  　

☎
０
７
７
６
︲
54
︲
６
３
３
０

　

【
保
険
料
の
支
払
方
法
お
よ
び
賦
課　

　

の
も
と
と
な
る
所
得
金
額
に
つ
い
て
】

　
　

町
住
民
環
境
課(

担
当
・
田
邉
直
美)

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
32
︲
６
７
０
３

保
育
園
一
時
預
か
り
事
業
に

　
　
　
　
　
　

つ
い
て
の
お
知
ら
せ

〇
対
象
児
童

　

保
護
者
の
日
常
生
活
上
の
突
発
的
な
事

情
や
社
会
参
加
等
に
よ
り
、
一
時
的
に
家

庭
で
の
保
育
が
困
難
と
な
る
場
合
に
、
保

育
園
に
お
い
て
児
童
を
一
時
的
に
お
預
か

り
し
ま
す
。

　

満
1
歳
か
ら
小
学
校
就
学
前
の
児
童

　

・
美
浜
町
に
住
所
を
有
す
る
児
童

　

・
里
帰
り
出
産
等
で
保
護
者
と
帰
省
し

　
　

て
い
る
児
童

　

・
保
育
園
を
利
用
し
て
い
な
い
者
に
限
る

〇
利
用
料
金

1
日
:
２
,０
０
０
円

　

半
日
:
１
,０
０
０
円(

4
時
間
未
満)

　

食
事
代
:
２
５
０
円

　

・
食
事
は
弁
当
持
参
可
能

　

・
第
2
子
以
降
の
児
童
及
び
多
胎
児
は

　
　

利
用
料
無
料

〇
利
用
時
間(

利
用
可
能
日)

　

月
曜
日
~
金
曜
日

　

午
前
8
時
~
午
後
4
時

(

土
・
日
・
祝
日
、　

年
末
年
始
を
除
く)

　

一
時
預
か
り
の
ご
利
用
は
、1
週
間
の

　

内
、3
日
以
内

※
た
だ
し
、保
護
者
の
持
病
、疾
病
、入

　
　

院
等
の
場
合
は
連
続
す
る
14
日
以
内

　
　

の
利
用
可

〇
定
員
　

2
人
／
日

〇
実
施
施
設

　

み
ず
う
み
保
育
園

　

住
所
:
美
浜
町
久
々
子
第
42
号
1
番
地

　
　
　
　

の
3

　

電
話
:
32
︲
０
７
４
１

〇
申
込
方
法

　

①
利
用
登
録

 ｢

美
浜
町
一
時
預
か
り
事
業
利
用
登
録

　

申
請
書｣

を
記
入
す
る
。

　

※
利
用
日
の
1
カ
月
前
ま
で
に
登
録
し

　
　

て
く
だ
さ
い
。(

保
育
園
に
提
出)

　

※
登
録
申
請
内
容
を
確
認
し｢

利
用
登

　
　

録
決
定
書｣

を
送
付
し
ま
す
。

　

②
利
用
申
請(

※
利
用
登
録
決
定
後
に

　
　

申
請)

｢

美
浜
町
一
時
預
か
り
事
業
利
用
申
請

　

書｣

を
記
入
す
る
。

　

※
利
用
日
の
14
日
前
か
ら
7
日
前
ま
で

　
　

の
間
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　

(

保
育
園
に
提
出)

　
　

み
ず
う
み
保
育
園

☎
32
︲
０
７
４
１

　
　

町
こ
ど
も
未
来
課(

担
当･

武
田)

☎
32
︲
６
７
１
３

問

2 日 ( 日 ) はメダカフェス in
美浜も開催！

   

※
全
国
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
に
対
応
し
ま

す
の
で
、混
雑
し
て
い
る
と
繋
が
り
に

く
い
と
き
が
あ
り
ま
す
。そ
の
際
は
時

間
を
お
い
て
お
か
け
直
し
く
だ
さ
い
。

　道の駅若狭美浜はまびよりは、6 月 2 日に開業 1 周年を
迎え、それを記念して下記のとおりイベントを開催いたします。

日 時：

ご
準
備
い
た
だ
き
、
冷
蔵
庫
内
に
保
管
し

て
く
だ
さ
い
。

Mihama　Information
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募
集･

申
請
等

応
援
し
ま
す
！
未
来
の
保
育
士
！

　
　

保
育
士
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ご
案
内

　

休
暇
等
を
利
用
し
て
、
町
内
の
保
育
園

で
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
実
習
を
行
う
学
生

を
募
集
し
ま
す
。

原
子
力
規
制
委
員
会

　
　
　
　

行
政
職
員
を
募
集
し
ま
す

　

通
学
に
要
す
る
定
期
乗
車
券
ま
た
は
回

数
乗
車
券
購
入
費
の
3
分
の
1(

※)

の
額
。

た
だ
し
、1
カ
月
あ
た
り
１
０
,０
０
０
円

(

１
０
０
円
未
満
切
り
捨
て)

を
上
限
と
す
る
。

※
美
浜
町
母
子
家
庭
等
医
療
費
助
成
受
給
世
帯
、
児
童

扶
養
手
当
受
給
世
帯
及
び
住
民
税
非
課
税
世
帯
は　

2
分
の
1

●

助
成
金
額

●

助
成
の
対
象
と
な
る
乗
車
券

･

Ｊ
Ｒ
小
浜
線
美
浜
駅
で
購
入
し
た　

鉄
道
の
定
期
乗
車
券(

※)･

　
　

回
数
乗
車
券

※
美
浜
駅
で
購
入
で
き
な
い
定
期
乗
車
券
等
の
み
他
の

駅
で
購
入
し
た
も
の
を
対
象

　

所
定
の
申
請
用
紙
に
必
要
書
類(

乗
車

券
・
在
学
証
明
書
等)

を
添
え
て
町
教
育

総
務
課
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
申
請
用

紙
及
び
必
要
書
類
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
町
教
育
総
務
課
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●

申
請
方
法

　

定
期
乗
車
券
の
有
効
期
間
満
了
後
1
カ

月
以
内
ま
た
は
回
数
乗
車
券
使
用
後
１
カ

月
以
内

●

申
請
期
限

　

町
教
育
総
務
課(

担
当･

藤
田)

☎
32
︲
６
７
０
８

問 ･

路
線
バ
ス
の
定
期
乗
車
券･

回
数
乗

車
券

町
こ
ど
も
未
来
課(

担
当･

藤
木)

☎
32
︲
６
７
１
３

み
ず
う
み
保
育
園
☎
32
︲
０
７
４
１

せ
せ
ら
ぎ
保
育
園
☎
32
︲
０
１
６
７

あ
お
な
み
保
育
園
☎
38
︲
１
３
１
６

問 ●

期
　
間

5
日
~
最
大
20
日
間

※
時
間
は
要
相
談

●

実
習
先

町
内
3
保
育
園
の
い
ず
れ
か

●

対
　
象

県
内
在
住(

出
身)

者
で
、

保
育
士
養
成
コ
ー
ス
に
在
籍

す
る
者

●

申
　
込

実
習
を
希
望
す
る
保
育
園

に
、
申
込
書
と
学
生
証
の
写

し
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●

時
　
給

９
９
６
円
／
時
間

※
交
通
費
は
支
給
し
ま
せ
ん
。

　
　

詳
し
く
は
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

　
　

く
だ
さ
い
。

詳細は
こちらから

〇
受
付
期
間

6
月
28
日(

金)

ま
で

〇
募
集
職
種

　

原
子
力
検
査
官
、
原
子
力
防
災
官　

他

〇
求
め
る
人
材

　

・
原
子
力
施
設
の
運
転
、
保
全
、
検　

　
　

査
、
設
計
等
に
専
門
性
が
あ
る
方

　

・
放
射
性
廃
棄
物
管
理
・
処
分
に
専
門

　
　

性
が
あ
る
方

　

・
火
災
、
防
災
、
放
射
線
、
土
木
、
建

　
　

築
等
に
専
門
性
が
あ
る
方

　
　

※
詳
し
く
は
原
子
力
規
制
委
員
会　

　
　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

原
子
力
規
制
庁
人
事
課
採
用
担
当

☎
03
︲
３
５
８
１
︲
３
３
５
２

問

HP は
こちらから

高
等
学
校
等
へ
通
う
生
徒
の

通
学
費
を
助
成
し
ま
す

●

助
成
対
象
要
件

･
町
内
在
住
で
、
高
等
学
校
ま
た
は
高

等
専
門
学
校
に
在
学
し
て
い
る
生
徒

を
養
育
し
て
い
る
者

･

町
税
等
の
滞
納
が
無
い
こ
と(

世
帯
全
員)

･

同
様
の
制
度
の
補
助
を
他
に
受
け
て

い
な
い
こ
と

美
し
美
浜
の
地
域
愛
活
動
を
行
う

団
体
を
表
彰
し
ま
す

　

町
で
は
、
町
民
の
地
域
を
愛
す
る
気
持

ち
の
醸
成
を
目
的
に
、
継
続
的
に
社
会
貢

献
活
動
を
行
っ
て
い
る
団
体
及
び
地
域
愛

の
醸
成
に
資
す
る
活
動
を
行
っ
て
い
る
団

体
を
表
彰
し
ま
す
。

次
の
い
ず
れ
の
要
件
も
満
た
す
団
体

・
町
内
に
お
い
て
、
自
発
的
に
社
会
貢
献

活
動
を
行
っ
て
い
る
団
体

・
町
内
に
お
け
る
活
動
を
概
ね
10
年
以
上

継
続
し
、
今
後
よ
り
一
層
の
活
動
が
見

込
ま
れ
る
団
体

●

表
彰
基
準
①

次
の
い
ず
れ
の
要
件
も
満
た
す
団
体

・
町
内
に
お
い
て
、
地
域
や
次
代
を
担
う
人

材
育
成
に
寄
与
し
、
郷
土
へ
の
誇
り
と
愛

着
心
を
育
む
活
動
を
行
っ
て
い
る
団
体

・
町
内
に
お
け
る
活
動
を
概
ね
3
年
以
上

継
続
し
て
お
り
、
今
後
よ
り
一
層
の
活

動
が
見
込
ま
れ
る
団
体

●

表
彰
基
準
②

　

表
彰
基
準
を
満
た
す
団
体
が
あ
る
と
き

は
、
町
民
や
町
内
団
体
、
行
政
等
が
推
薦

書
に
よ
り
推
薦
し
ま
す
。

●

推
薦
方
法

●

表
彰
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

　
　

町
移
住
定
住
・
集
落
元
気
推
進
室　
　

　
　

(

担
当
・
山
本)

☎
32
︲
６
７
０
１

問 ・
推
薦
書
の
提
出　

8
月
30
日(

金)

・
表
彰
審
査
委
員
会　

9
月
~
10
月

・
表
彰
式　

11
月
頃

※
推
薦
書
の
様
式
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
取
得
で

き
ま
す
。

※
表
彰
を
公
正
か
つ
適
正
に
行
う
た
め
、
表
彰
審
査
委

員
会
を
設
置
し
ま
す
。

美
浜
町
子
ど
も･

子
育
て

　

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
催
し
を

お
知
ら
せ
し
ま
す

町
子
ど
も･

子
育
て

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー(

担
当
・
濵
野)

☎
32
︲
０
１
９
２

問

教
室･

講
座･

説
明
会
等

6
月
5
日(
水)

午
前
10
時
30
分
~
11
時
15
分

●

日
　
時

●

場
　
所

は
あ
と
ぴ
あ

○
育
児
講
座

｢

褒
め
方
講
座｣

●

対
　
象

町
内
在
住
の
在
宅
児
10
組

●

申
　
込

5
月
20
日(

月)

~

　
　
　
　

5
月
31
日(

金)

6
月
21
日(

金)

午
前
10
時
30
分
~
11
時
15
分

●

日
　
時

●

場
　
所

は
あ
と
ぴ
あ

○
育
児
講
座

｢

ベ
ビ
ー
と
一
緒
に
ヨ
ガ｣

親
子
で
一
緒
に
体
を
動
か
し
楽
し
み
ま

し
ょ
う
♪

●

対
　
象

町
内
在
住
の
在
宅
児
10
組

(

首
が
据
わ
っ
て
か
ら)

ふ
く
い
福
祉
就
職
フ
ェ
ア

　

福
祉
の
職
場
説
明
・
面
談
会
を

開
催
し
ま
す

　

福
祉
の
職
場
へ
就
職
を
希
望
す
る
方

や
関
心
の
あ
る
方
を
対
象
に
、
採
用
担

当
者
と
の
個
別
面
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

福
祉
の
お
仕
事
セ
ミ
ナ
ー
や
オ
ン
ラ
イ

ン
職
場
見
学
会
も
行
い
ま
す
の
で
、
お

仕
事
選
び
の
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

●

日
　
時
　

6
月
22
日(

土)

　
　

午
後
1
時
~
3
時
40
分　

●

会
　
場
　
敦
賀
市
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

あ
い
あ
い
プ
ラ
ザ

●

費
　
用
　
無
料(

入
退
出
自
由)

　
　

嶺
南
福
祉
人
材
バ
ン
ク

　
　
　
　
　
　
　
　
　

無
料
職
業
紹
介
所

☎
０
７
７
０
︲
52
︲
７
８
３
３

問 ●

内
　
容
　

　

職
場
説
明
・
個
別
面
談
会
の
ほ
か
に
、

次
の
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
し
ま
す
。

　

①
職
員
採
用
予
定
の
福
祉
施
設
等
と
の

個
別
面
談
コ
ー
ナ
ー

　

②
福
祉
の
仕
事
・
資
格
相
談
コ
ー
ナ
ー

　

③
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
相
談
コ
ー
ナ
ー

④
看
護
職
の
仕
事
・
資
格
相
談
コ
ー
ナ
ー

平
日
夜
間
の
エ
イ
ズ
相
談
・

Ｈ
Ｉ
Ｖ
抗
体
検
査
の
お
知
ら
せ

6
月
7
日(

金)

午
後
3
時
~
7
時

●

日
　
時

●

会
　
場

二
州
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

●

内
　
容

エ
イ
ズ
に
関
す
る
相
談
、
Ｈ
Ｉ

Ｖ
抗
体
検
査(

匿
名･

無
料)

　
　

二
州
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　

地
域
保
健
課
☎
22
︲
３
７
４
７

問 ●

申
　
込

予
約
制
で
す
。
事
前
に
お
電

話
で
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

●

定
　
員

10
人
程
度

も
の
忘
れ
相
談
会
を
開
催
し
ま
す

6
月
21
日(

金)

午
後
2
時
~
3
時

●

日
　
時

●

会
　
場

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
な
び
あ
す

●

対
　
象

　

町
内
在
住
で
、
物
忘
れ
や
認
知
症
に
つ

い
て
不
安
の
あ
る
人
ま
た
は
そ
の
家
族

●

定
　
員

2
人(

要
事
前
申
し
込
み)

●

費
　
用

無
料

町
健
康
福
祉
課(

担
当･

山
口)

☎
32
︲
６
７
０
４

問 ●

申
　
込

6
月
14
日(

金)

ま
で
に
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

｢

警
察
官
A
採
用
試
験｣

の

　
　
　
　
　

募
集
が
始
ま
り
ま
す

　

令
和
7
年
度
の
福
井
県
警
察
A
採
用

試
験
を
実
施
し
ま
す
。

　

試
験
日
程
は
次
の
と
お
り
で
す
。

●

日
　
時
　

　

一
次
試
験

　
　

7
月
14
日(

日)

午
前
9
時
か
ら　

●

会
　
場
　

　

・
福
井
県
立
大
学(

永
平
寺
町)

　

・
都
道
府
県
会
館(

東
京
都)

　

・
天
満
研
修
セ
ン
タ
ー(

大
阪
府)

●

募
集
期
間

5
月
24
日(

金)

か
ら
6
月
20
日(

木)

　

午
後
5
時
15
分
ま
で

●

対
　
象

1
９
９
４(

平
成
6)

年
4
月
2
日
以

降
に
生
ま
れ
た
者
で
、
大
学(

短
期
大
学

を
除
き
、
人
事
委
員
会
が
同
等
と
認
め
る

も
の
を
含
む
。)

を
卒
業
し
た
者
ま
た
は

２
０
２
５(

令
和
7)

年
3
月
31
日
ま
で

に
卒
業
見
込
み
の
者

●

定
　
員

男
性
A

32
人

　

女
性
A

8
人

　
　

福
井
県
人
事
委
員
会
事
務
局

☎
０
７
７
6
︲
20
︲
０
５
９
３

問

※
空
き
が
あ
れ
ば
当
日
ま
で

申
込
可
で
す
。

●

申
　
込

6
月
5
日(

水)

~

　
　

6
月
18
日(

火)

ま
で

Mihama　Information
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美浜発電所の状況について美浜発電所の状況について

美浜1号機 廃止措置中(平成29年4月19日～)

美浜2号機 廃止措置中(平成29年4月19日～)

美浜3号機 運転中(令和6年2月14日～)

高速増殖炉の仕組み

　高速増殖炉は、冷却材にナトリウムを

使用しており、中性子の速度を落とさず、

速度の速い中性子で核分裂連鎖反応を起

こすことができます。速度の速い中性子で

核分裂をさせる方が、核分裂で発生する

中性子の数が多いという性質があります。

　この性質を利用して、高速増殖炉では

プルトニウムを燃料に発電を行いなが

ら、余剰中性子を核分裂しにくいウラン

238 に吸収させ、発電で消費した以上に

燃料として使えるプルトニウム 239 を

つくり出す ( 増殖する ) ことができます。

出典： 日本原子力文化財団
原子力総合パンフレット

　

高
速
増
殖
原
型
炉
も
ん
じ
ゅ
は
、
高

速
増
殖
炉
の
実
用
化
に
向
け
た
技
術
基

盤
の
確
立
や
信
頼
性
の
実
証
を
目
的
に

建
設
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
6
年
4
月
に
初
臨
界
、
平
成
7

年
8
月
に
初
発
電
を
果
た
し
ま
し
た

が
、
同
年
12
月
に
発
生
し
た
2
次
系
ナ

ト
リ
ウ
ム
漏
え
い
事
故
等
に
よ
り
、
長

期
間
運
転
を
停
止
し
て
い
ま
し
た
。
そ

の
後
、
平
成
28
年
12
月
に
開
催
さ
れ
た

原
子
力
関
係
閣
僚
会
議
に
お
い
て
、
も

ん
じ
ゅ
を
廃
止
す
る
方
針
が
決
定
さ

れ
、
平
成
30
年
4
月
か
ら
廃
止
措
置
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

今
月
号
で
は
、
も
ん
じ
ゅ
の
廃
止
措

置
に
係
る
状
況
や
作
業
状
況
等
に
つ
い

て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

日
本
原
子
力
研
究
開
発
機
構

　
　
　

高
速
増
殖
原
型
炉

　
　
　
　

  

も
ん
じ
ゅ
に
つ
い
て

燃料体 370 体 中性子しゃへい体等 328 体

制御棒集合体 19 体 中性子源集合体 2 体

中性子しゃへい体等 328 体 制御棒集合体  19 体
中性子源集合体 2 体模擬燃料体 246 体

空き(124) 計 595 体

 原子炉からの燃料体及びしゃへい体等の移送 

※しゃへい体等とは
　次のものの総称で、第二段階開始時点で原子炉に合計 595 体が残っています。
①中性子しゃへい体：燃料の外側に配置されていて、運転時に燃料で発生する中性子を原子炉外に出にくくする役割。
　　　　　　　　　　サーベイランス集合体・試験用しゃへい体等
②制御棒集合体：主に中性子を吸収するホウ素でできていて、原子炉の制御 ( 起動や停止等 ) に使用。
③中性子源集合体：原子炉を起動させる時の中性子源として使用。
④模擬燃料体：第一段階で取り出した燃料と入れ替わりで挿入した模擬燃料体。

　もんじゅでは、平成 30 年度から令和 4 年度までの 5 年間を ｢ 燃料体取出し期間 ( 第一段階 )｣ とし、原子
炉容器に保管されていた燃料体 (370 体 ) が燃料池へ移送されました。
　令和 5 年度からは「解体準備期間 ( 第二段階 )」に移行し、水・蒸気系等発電設備の解体や原子炉容器からしゃ
へい体等 ( ※ ) を燃料池へ移送する作業が実施されています。

もんじゅの廃止措置に係る状況について

　しゃへい体等を燃料池へ移送する作業において、令和 5 年 10 月に炉外燃料貯蔵槽から燃料洗浄槽へ、
サーベイランス集合体の移送作業を実施していたところ、燃料出入機から警報が発報しました。この原因
を調査した結果、炉外燃料貯蔵槽からサーベイランス集合体のみを吊り上げるところ、燃料移送ポットを
一緒に吊り上げたことにより、燃料洗浄槽に挿入できなくなったことによるものと判明しました。1 月に、
この燃料移送ポットを引き上げる作業が行われ、既に撤去が完了しています。
　その後、2 月から 4 月にかけて、しゃへい体等取出し作業に使用した機器 ( 燃料出入機本体、燃料洗浄
設備等 ) の点検を実施した結果、いずれも外観や作動状態に異常がないことが確認されました。

・しゃへい体等取出し作業の中断

しゃへい体等の移送手順及び作業中断箇所

　移送対象物のみを吊り上げたときの重量を運転手順書に明記し、実際に吊り上げた際の実測値と差異がないこ
とを確認し、移送対象物以外の吊り上げを防止することとしています。

・再発防止策

　しゃへい体等取り出し作業に係る検査を 9 月から実施し、10 月頃に再開する予定です。また、点検対象機器
や点検内容の見直し等を進めることで、当初の予定通り、令和 8 年度に作業を完了する予定としています。

・今後の予定

しゃへい体等の移送手順及び作業中断箇所
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(145)

　

去
る
4
月
8
日
、
若
狭
町
気
山
に
鎮

座
す
る
宇
波
西
神
社
に
お
い
て
、
例
大

祭
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

宇
波
西
神
社
の
氏
子
集
落
は
美
浜
・

若
狭
両
町
に
ま
た
が
る
形
で
三
方
五
湖

周
辺
に
広
が
っ
て
お
り
、
美
浜
町
民
に

も
関
わ
り
の
深
い
神
社
と
祭
礼
で
す
。

　

今
年
の
宇
波
西
神
社
例
大
祭
に
は
、

特
別
な
意
味
が
あ
り
ま
し
た
。
い
や
、

｢

特
別
で
な
く
な
っ
た｣

が
正
し
い
表
現

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
振
り
返
る
と
、
令

和
2
年
の
春
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
感
染
が
国
内
で
確
認
さ
れ
て
か
ら
、

さ
ま
ざ
ま
な
社
会
活
動
が
停
滞
し
て
し

ま
い
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
情
勢
の
中
、
取
り
分
け

大
き
な
影
響
を
受
け
た
の
が
、
お
祭
り

を
含
む
地
域
の
民
俗
行
事
で
あ
り
、
全

国
的
に
中
止
や
最
低
限
ま
で
の
縮
小
を

余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。
宇
波
西
神
社

の
例
大
祭
も
例
外
で
は
な
く
、
限
ら
れ

た
人
数
が
参
列
す
る
神
事
の
み
執
り
行

わ
れ
、
国
選
択
無
形
民
俗
文
化
財
に
指

定
さ
れ
て
い
る
王
の
舞
を
含
む
芸
能
も

4
年
に
わ
た
り
、
奉
納
は
見
送
ら
れ
て

き
ま
し
た
が
今
年
、
久
し
ぶ
り
に
平
時

と
同
じ
形
で
実
施
さ
れ
た
の
で
す
。

　

例
大
祭
の
当
日
、
各
氏
子
集
落
か
ら

子
ど
も
た
ち
を
含
む
多
く
の
人
々
が
集

い
、
出
店
が
並
ぶ
賑
や
か
な
光
景
も
復

活
し
ま
し
た
。

　

赤
い
鼻
高
面
と
衣
装
に
、
鉾
を
持
ち

舞
う
王
の
舞
は
、
海
山
・
北
庄(

共
に

若
狭
町)

と
大
藪
・
金
山
の
計
4
集
落

に
よ
り
、
持
ち
回
り
で
奉
納
さ
れ
て
い

ま
す
。
休
止
期
間
中
に
順
番
が
ち
ょ
う

ど
一
周
し
た
た
め
、
今
年
担
当
し
た
大

藪
区
が
王
の
舞
を
演
じ
る
の
は
実
に
8

年
ぶ
り
の
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

宇
波
西
神
社
の
王
の
舞
は
、
集
落
毎

に
舞
い
方
や
お
囃
子
が
少
し
ず
つ
異
な

り
、
舞
い
手
を
倒
す
と
そ
の
年
は
豊
作

豊
漁
と
な
る
と
言
わ
れ
、
押
し
倒
そ
う

と
す
る
見
物
人
と
舞
い
手
を
守
る
警
護

役
と
の
せ
め
ぎ
合
い
が
行
わ
れ
る
こ
と

が
特
徴
で
す
。

　

ま
た
、
浦
安
の
舞
や
獅
子
舞
、
田
楽

の
披
露
も
同
じ
く
４
年
ぶ
り
に
執
り
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

一
方
、
弥
美
神
社
と
織
田
神
社
の
例

大
祭
は
一
足
早
く
去
年
か
ら
王
の
舞
の

奉
納
が
復
活
し
て
お
り
、
今
年
の
宇
波

西
神
社
例
大
祭
を
以
っ
て
、
こ
の
春
美

浜
町
民
が
演
じ
る
3
社
の
王
の
舞
が
勢

揃
い
し
た
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
こ
の
数
年
間
の
空

白
期
は
、
民
俗
文
化
財
の
タ
ー
ニ
ン
グ

ポ
イ
ン
ト
と
し
て
今
後
ど
の
よ
う
な
影

響
を
与
え
る
こ
と
と
な
る
か
は
分
か
り

ま
せ
ん
。
し
か
し
、
昨
今
全
国
的
に
継

続
を
断
念
す
る
民
俗
行
事
が
多
く
あ
る

中
で
、
関
係
さ
れ
る
方
々
の
ご
尽
力
に

よ
り
、
各
地
で
伝
統
的
な
神
事
芸
能
が

復
活
し
て
い
る
こ
と
は
、
と
て
も
頼
も

し
い
出
来
事
で
す
。

　

ま
た
、
菅
浜
の
精
霊
船
送
り
等
各
地

の
民
俗
行
事
も
再
開
し
つ
つ
あ
り
ま

す
。
存
続
へ
の
原
動
力
と
な
り
ま
す
の

で
、
是
非
地
域
の
伝
統
行
事
へ
足
を
運

ん
で
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。↑  宇波西神社例大祭での王の舞

俳
　
句

水
無
月
俳
句
会

山
田
　
世
志
男
︵
佐
　
柿
︶

山
田
　
世
志
男
︵
佐
　
柿
︶

高
木
　
キ
ヨ
子
︵
新
　
庄
︶

高
木
　
キ
ヨ
子
︵
新
　
庄
︶

楠
　
　
充
代
︵
佐
　
田)

楠
　
　
充
代
︵
佐
　
田
︶

新
幹
線
止
ま
る
越
前
青
葉
照
る

　
　
　
　
　

廃
屋
の
土
間
に
早
く
も
梅
雨
じ
め
り

腰
に
籠
筍
掘
り
の
朝
早
し
　
　
　
　

添
え
木
し
て
祖
母
の
牡
丹
咲
き
に
け
り

老
鶯
の
囃
さ
れ
巡
る
植
物
園

五
輪
塔
ひ
そ
と
寄
り
添
ふ
木
下
闇

　
　
　
　
　

復活する民俗文化財　　　　 
　　　　　～三社の王の舞～

放

こ やす か

健康 ･ 福祉 ･ 子育てに関する健康 ･ 福祉 ･ 子育てに関する
情報をお知らせします。情報をお知らせします。

体のために禁煙しませんか？

喫煙は、血圧を上昇させる作用等があり、

動脈硬化が進行し狭心症や心筋梗塞等の心

疾患、脳出血や脳梗塞等の脳血管疾患等の

リスクが高まるといわれています。

■ あなたのニコチンの依存度は？

　タバコをやめたいと思ってもなかなかやめられないのは、｢ ニコチン依存 ｣ があるからです。タバコに含ま

れるニコチンは、脳に作用し、強い心理的欲求と精神的依存をもたらします。

５分以内　最も強い依存　 ３０分以内　強い依存　

１時間以内　中等度の依存    １時間以上　軽い依存

Q 朝起きて何分後にたばこが欲しくなりますか

■ 禁煙を成功させるためのポイント

・禁煙外来を受診する　   　 薬を用いて医師のサポート受けながら禁煙する方法。
　　　　　　　　　　　   　禁煙の成功率があがると言われており、依存度の高い方にお勧めです。

◆◆手話をご存じですか？◆◆

　町では、手話が言語であるという認識を広く町民の皆さんにお持ちいただき、誰もが人格と個性を尊重
され、ぬくもりあるこころ美しみはまを目指し、手話言語条例を制定しました。町民の皆さんに手話につ
いて身近に感じていただくため、広報みはまでもご紹介していきます。

・禁煙補助剤を利用する    　薬局で販売しているガムやパッチを利用して禁煙する方法。
　　　　　　　　　　　　　ニコチンを吸収し、吸いたい気持ちが和らぎます。

・その他   　 　　　　　　 水を飲んだりガムを噛んだりして、気を紛らわすことや、禁煙仲間を見つける
　　　　　　　　　　　　　ことも禁煙するための方法の一つです。

まずは挨拶からご紹介します

｢ はじめまして ｣

右の 2 つの動作で表

します。

右手の五指を揃えて体の
前、ベルトの辺りから上
へ上げながら人差し指を
残して他の四指は折りま
す。

両手人差し指を左右から真ん
中で合わせます。会うという
手話の人差し指は 人を表して
います。つまり人が出会うと
いう意味の手話です。

禁煙週間 5 月 31 日～ 6 月 6 日

送 局

※ お問い合わせ先
　町健康福祉課(担当 中西)☎32‐6704

※ お問い合わせ先

　町健康福祉課(担当 津原)☎32‐6704
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4/1～4/30受付分
(敬称略)慶弔慶弔

※ 氏名に旧字体や俗字等が含まれている場合は、常用漢字で

　掲載しております。

氏　名 住 所 年齢 届出人

馬 野 保 子 佐 野 84 馬 野 福 義

田 邉 す み 笹 田 87 田 邉 年 男

山 口  功 気 山 84 山 口 和 則

森   下   金治郎 北 田 93 森 下 　 巴

三 田 昌 信 北 田 86 三 田 竜 生

髙 木 俊 明 河原市 80 髙  木  望瑛瑠

久 我 伸 孝 河原市 78 久 我 則 子

川 藤 秀 樹 久々子 61 鳥  居  とし江

堀 井 好 子 山 上 88 堀  井 よし子 

中  村  よしゑ 新 庄 97 中 村 光 雄

◎おくやみ

◎ご誕生
氏　名 性別 父・母 住　所

田 村 一
い ぶ き

颯 男 央泰・容子 金 山

原 田 龍
り ゅ う と

音 男 　匠・映里 佐 野

長 岡 和
の ど か

花 女 真志・香里 河原市

山 本 紬
つ む ぎ

貴 女 遼史・希実 山 上

伊 吹 　 遙
はるか

女 　　司・日香累 松 原

森 北 凰
お う り

稟 男 　亮平・菜都美 麻 生

和 田 新
あ ら た

大 男 　勝大・真理子 佐 野

小 泉 照
て る お き

隆 男 道隆・明香 河原市

山 上 白
は く と

翔 男
憲紹・未花 菅 浜

山 上 朱
し ゅ か

椛 女

町の情報や応援クルーの

情報はこちら！

人口の動き

※ 町が公認登録する｢町外に住みながらも本町を
愛し、応援してくださる方｣のこと。

人口総数　　　　8,771人(+ 18)

男　　　　　　　4,304人(+　7)

女　　　　　　　4,467人(+ 11)

世帯数　　　　　3,621世帯(+　7)

出生　　　　　　死亡

転入　　　　　　転出

みはま応援クルー(※)

10人

36人

16人

12人

344人(＋ 27) 

はじめてバースデー
6月に満1歳になる子どもたちを紹介します。

HAPPY BIRTH DAY

まちびとまちびと

「その地ならではの感動体験を提供し地域に関わる人を増やす」
ことを目的に、本町に移住して町が行う「学びを軸とした次世代
まちづくり事業」における美浜町公設塾「放課後教室サン」を運
営している株式会社FoundingBaseの皆さん

＊美浜町に移住した感想と放課後教室サンでの活動について
　教えてください。

◇佐藤さん
　美浜町の豊かな景色と、元気な子どもたちにいつも癒されていま
す。この町で起きる「学び」と「挑戦」をどんどん発信していきます！

佐藤 亜
あ み か

美佳　さん
(金山・長野県出身)

6.24 中
積
叶か
な
と翔
く
ん

(
金
山)

父･

海
大
さ
ん

母･

美
穂
さ
ん

いろんなことができるよう
になったよ！パパママいっ
ぱいあそんでね♪

し
ゅ
う
誕
生
日
お
め
で
と
う
！
元
気
に
す
く

す
く
育
っ
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
☆

6.19 今
城
柊し
ゅ
う佑
く
ん

(

佐
柿)

父･

慧
太
さ
ん

母･

優
梨
亜
さ
ん

6.22 山
田
莉り

り璃
ち
ゃ
ん(

新
庄)

父･

隆
寛
さ
ん

母･

磨
由
美
さ
ん

にぃにだーいすき♡
これからもいっぱい一緒に
遊んでね♪

｢はじめてバースデー｣への

掲載案内は、誕生月の前々

月に送付しています。

ぜひ、ご応募ください。

(写真左から)

和田 茉
ま り

莉 さん
(郷市・埼玉県出身)

藤村 祐
ゆ う き

希 さん
(松原・千葉県出身)

◇和田さん
　美浜町には心を動かすタッチポイントが豊富にあり、 日々発
見の毎日です！｢いくつになっても人生探究！｣ 対話と体験を軸
に新たな価値観を発掘できるきっかけの場所として、｢放課後教
室サン｣も私も、子どもたちと一緒に元気に活動していきます！

◇藤村さん
　たくさんの自然と人々の温かさに溢れた美浜町が大好きです！ 
そんな美浜町を舞台に、子どもたちとたくさん挑戦し、忘れら
れない感動体験を生み出していきます！ 放課後教室サンの活
躍にご注目ください！

未

広報クイズ
　広報みはま6月号を読んで、①～④番の丸印をひらがな・カ

タカナでうめてください。小さい｢っ｣や｢ゅ｣、｢・｣、｢が｣、等

も一文字とします。｢●｣の文字を①番から順に並べると、ある

言葉になります。どんな言葉でしょう。

●応募方法
　はがきに答え、住所、氏名(広報を読んだ感想も大
歓迎！)を書いて、｢広報みはま広報クイズ｣係(〒919-
1192美浜町郷市25-25)まで送ってください。
メールで応募される方は、次のアドレスに送信して
ください。
【メールアドレス】
  kouhou-mihama@town.fukui-mihama.lg.jp
【二次元コード】

　締め切りは、6月10日(月)(消印有効)です。正解者
の中から抽選で5人の方に記念品をお送りします。
●5月号の答え　　こいのぼり
●応募者総数は19人で全員正解でした。当選の発表
は、記念品の発送をもってかえさせていただきます。

①美し美浜の○○○●○活動を行う団体を

　表彰します。

②美しい浜○○●　○○in水晶浜

③ ｢●○○○○○○○○等の処理に関する基

本協定｣を締結

④三方五湖●　○○○○○○

○

○
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■くらしのカレンダー■

●イベント ●健康診査・検診 ●子ども行事
●行事の予定は、5月 16日現在のものです。一部変更になる場合がありますので事前にご確認ください。
●　　　網かけの日は、役場はお休みです。 
●　　　は古紙回収日、後に続く（　）内は回収地区です。
●ごみの休日受入は、第3日曜日以外の土日祝日(5月3日～5日、12月31日～1月3日を除く)の午前8時30分～正午です。
●休日の当番医に関するお問い合わせ先　 町役場 ☎32-1111（代表）　美浜消防署 ☎32-1190

古紙

6 月の納税 [納期限 7/1（月）] ※納付は口座振替が便利です。

町県民税 (1期 )

(耳地区:河原市･南市･栄区を除く)古紙

(北･南地区)古紙

(河原市･南市･栄区)古紙

(東地区)古紙

令和6年 6 月

15（土）

16（日）

14（金）
13（木）

12（水）

11（火）

10（月）
9（日）
8（土）

7（金）

6（木）
5（水）

4（火）

3（月）

1（土）

2（日）

27（木）

26（水）

25（火）
24（月）

23（日）

21（金）

22（土）

20（木）

19（水）

18（火）

17（月）

28（金)
29（土)

30（日)

　

広
報
担
当
に
な
っ
て
約
1
か
月
半
が
過
ぎ

ま
し
た
。撮
影
や
取
材
、記
事
の
作
成
等
、覚
え

て
い
く
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
、目
ま
ぐ
る
し

い
毎
日
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

　

一
方
で
、今
ま
で
知
ら
な
か
っ
た
出
来
事
や

行
っ
た
こ
と
の
な
か
っ
た
イ
ベ
ン
ト
等
に
足
を

運
ぶ
機
会
が
多
く
な
り
、取
材
を
通
し
て
新
し

い
発
見
や
魅
力
を
再
認
識
す
る
こ
と
が
で
き

て
お
り
ま
す
。

　

今
月
は
、各
地
区
の
お
祭
り
を
た
く
さ
ん
取

材
し
ま
し
た
が
、コ
ロ
ナ
禍
で
自
粛
さ
れ
て
い

た
神
事
が
久
し
ぶ
り
に
全
て
執
り
行
わ
れ
、祭

り
の
活
気
や
賑
わ
い
が
戻
っ
て
き
た
よ
う
に

感
じ
ま
し
た
し
、祭
り
好
き
な
私
も
取
材
を
し

な
が
ら
と
て
も
ワ
ク
ワ
ク
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

広
報
を
ご
覧
に
な
る
皆
さ
ん
に
も
美
浜
町

に
あ
る
魅
力
や
新
し
い
情
報
を
た
く
さ
ん
伝

え
ら
れ
る
よ
う
、広
報
紙
作
成
に
努
め
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す　
（
隼
）

  8:40～美浜中央小学校体育大会
　　　　　　　　　　　(美浜中央小学校グラウンド)
  8:45～美浜東小学校体育大会
　　　　　　　　　　　(美浜東小学校グラウンド)
  9:00～美浜西小学校体育大会
　　　　　　　　　　　(美浜西小学校グラウンド)
10:00～開業１周年イベント｢美はま食びより｣
　　　　　　　　(道の駅若狭美浜はまびより)～2日

  9:00～ハートフル朝市
　　　　　　　　　(道の駅若狭美浜はまびより)

13:00～心配ごと相談(はあとぴあ)
13:30～｢こころの相談室｣※障がい者(児)相談
　　　　　　　　　　　　　　　　　(はあとぴあ)

10:30～育児講座｢褒め方講座｣
　　　　(はあとぴあ)※19頁参照

  8:30～総合健診[生活習慣病予防健診 ・肺・胃・
　　　　　　　　　大腸がん検診・肝炎検査]
　　　　　　　　　　　　　　　　　　(総合体育館)
13:00～総合健診[生活習慣病予防健診肺・大腸・　
　　　　　　　　　子宮・乳がん検診・ 肝炎検査]
 　　　　　　　　　　　　　　　　　  (総合体育館)

  9:00～ハートフル朝市(道の駅若狭美浜はまびより)

10:00～ミニさくらんぼ(北西郷公民館)
13:00～心配ごと相談(はあとぴあ)
13:00～司法書士法律相談(はあとぴあ)

  9:30～保育園開放(あおなみ保育園)

13:30～育児学級(はあとぴあ)

  8:30～総合健診[生活習慣病予防健診・肺・
　　　　  　　　胃・大腸がん検診・肝炎検査]
           　　　　　　　　　　　(美浜東小学校)
13:00～総合健診[生活習慣病健診・肺・大腸・　　
　　　　　　  子宮・乳がん検診・肝炎検査] 
　　　　　　　　　　　　　　  (美浜東小学校)

  8:30～町民ソフトボール大会(総合運動公園運動場)
  9:00～ハートフル朝市(道の駅若狭美浜はまびより)

  9:30～保育園開放(みずうみ保育園)
13:00～心配ごと相談(はあとぴあ)
13:30～｢こころの相談室｣※障がい者(児)相談
　　　　　　　　　　　　　　　　(はあとぴあ)

  9:30～保育園開放(せせらぎ保育園)

10:30～育児講座｢ベビーと一緒にヨガ｣
　　　　　(はあとぴあ)※19頁参照
13:30～離乳食講習会(はあとぴあ)
14:00～物忘れ相談会(なびあす)

14:00～町民人権講座(なびあす)

  9:00～ハートフル朝市
　　　　　　　　　(道の駅若狭美浜はまびより)

13:00～心配ごと相談(はあとぴあ)

8:30～総合健診[生活習慣病予防健診・肺・
　　　　  胃・大腸・乳がん検診・肝炎検査]
           　　　　　　　　　　　　 (はあとぴあ)
13:00～総合健診[生活習慣病健診・肺・大腸・　
　　　　  子宮・乳がん検診・肝炎検査] 
　　　　　　　　　　　　　　　　(はあとぴあ)

10:00～2歳児教室(はあとぴあ)
13:00～3歳児健診
　　　　　　(子ども・子育てサポートセンター)

  9:00～ハートフル朝市
　　　　　　　　　(道の駅若狭美浜はまびより)

美浜町防災アプリの
ダウンロードをお願いします

美浜町防災アプリでは、
防災情報や停電情報、お
くやみ等の生活に関わる
緊急情報等をお知らせし
ています。ぜひ、ダウン
ロードの上、ご利用くだ
さい。

ダウンロードは
こちら




